
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

閉
塞
し
た
時
代
の
中
、
本
予
算
は
、

市
民
の
暮
ら
し
に
安
心
と
活
力
を
与
え

る
積
極
的
な
予
算
と
評
価
す
る
。

　

歳
入
で
は
、
税
収
減
を
補
う
た
め
、

一
時
的
に
基
金
を
取
り
崩
し
、
市
民
に

安
心
と
希
望
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い

る
競
走
事
業
か
ら
の
５
億
円
の
繰
入
れ

は
、
大
変
評
価
さ
れ
る
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
再
開
発
ビ
ル
の

子
育
て
支
援
中
核
施
設
の
設
置
、
複
合

福
祉
施
設
の
設
計
、
ゆ
っ
た
り
リ
ゾ
ー

ト
こ
こ
ろ
の
旅
事
業
の
開
始
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
本
格
運
行
な
ど
、
多
く

の
市
民
の
要
望
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
確

実
に
前
進
し
て
お
り
、
更
な
る
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
力
す
る
こ
と
を
求

め
、
賛
成
意
見
と
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　

本
予
算
は
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
施
策
へ
の
転
換
を
図
る
工
夫
と
意

欲
が
感
じ
ら
れ
、
現
状
の
閉
塞
感
を
打

ち
破
る
積
極
的
予
算
で
あ
る
と
評
価
す

る
。

　

歳
入
で
は
、
都
市
計
画
税
の
税
率
を

据
え
置
き
、
市
民
の
負
担
の
軽
減
を
図

る
一
方
、
市
債
や
基
金
を
活
用
し
、
財

源
を
確
保
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
歳
出
で
は
、
本
年
12
月
に
開

院
予
定
の
榊
原
記
念
病
院
の
市
民
ベ
ッ

ド
の
確
保
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
本

格
運
行
、
重
点
施
策
で
あ
る
子
育
て
支

援
の
中
核
施
設
の
設
置
な
ど
、
今
の
時

代
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
、
十
分
応
え
た
も

の
で
あ
る
。

　

本
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
市

民
の
信
頼
に
応
え
る
よ
う
要
望
し
、
賛

成
の
意
見
と
す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
会
議
員
団　

　

市
は
、
財
政
が
厳
し
い
こ
と
を
理

由
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
る
一
方
、

大
型
公
共
事
業
は
見
直
し
を
行
わ
な

い
ま
ま
進
め
て
き
た
。

　

し
か
し
、
市
の
財
政
力
指
数
は
高

く
、
更
に
４
０
０
億
円
を
超
え
る
基

金
も
あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
削
る

状
況
に
は
な
い
。
利
子
運
用
基
金
か

ら
総
額
６
億
２
０
０
０
万
円
を
取
り

崩
し
、
市
民
が
求
め
て
い
る
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
に
活
用
さ
れ
た
こ
と
は
評

価
す
る
。
し
か
し
、
就
学
援
助
費
の

所
得
制
限
強
化
や
再
開
発
事
業
へ
の

際
限
の
な
い
税
金
投
入
な
ど
、
再
検

討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

　

市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
市
政
へ

の
転
換
を
強
く
求
め
、
本
予
算
に
反

対
す
る
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

平
成
15
年
度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
を
10
億
１
７
０
０

万
円
借
り
入
れ
、
土
木
費
等
の
投
資

的
経
費
に
充
当
し
て
い
る
。
府
中
駅

南
口
再
開
発
事
業
で
は
、
子
育
て
支

援
中
核
施
設
と
な
る
ス
ペ
ー
ス
を
完

成
ま
で
に
、
12
億
５
０
０
０
万
円
で

購
入
す
る
と
し
て
い
る
。

　

後
年
度
負
担
と
な
る
債
務
で
投
資

的
経
費
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、
不
況

の
時
代
に
市
民
感
覚
か
ら
遠
く
、
再

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
後
も
伸
び
が
予
想
さ
れ
る
、
福

祉
関
係
等
の
必
要
不
可
欠
な
経
費
を

確
保
す
る
た
め
、
投
資
的
経
費
の
内

容
を
見
直
し
、
生
活
重
視
に
転
換
を

図
る
予
算
配
分
を
求
め
、
本
予
算
に

反
対
す
る
。

委
員　

今
年
は
、
固
定
資

産
税
の
評
価
額
が
、
三
年

に
一
度
、
見
直
さ
れ
る
年

で
あ
る
。

　

税
収
を
見
る
と
、
前
年

度
と
比
べ
約
４
億
円
の
減

収
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
主
な
理
由
を
聞
き
た
い
。

資
産
税
課
長　

土
地
に
つ

い
て
は
、
地
価
は
下
落
し

て
い
る
が
、
評
価
額
に
対

し
て
課
税
標
準
額
は
ま
だ
低
く
、
税
額
は

上
昇
す
る
。
し
か
し
、
負
担
の
調
整
措
置

に
よ
り
、
税
収
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
を
見
込

ん
で
い
る
。

　

一
方
、
家
屋
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
価

な
ど
の
下
落
や
経
過
年
数
に
応
じ
、
税
収

は
大
幅
に
下
が
っ
て
い
る
。
減
額
の
対
象

と
な
る
物
件
は
、
新
築
後
20
年
ぐ
ら
い
ま

で
の
家
屋
で
、
木
造
の
約
６
割
と
非
木
造

の
約
８
割
が
そ
の
対
象
と
な
る
。

委
員　

今
回
、
使
用
料
・
手
数
料
の
条
例

が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
市
外
料
金
が
設
定

さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
で
ど
の
ぐ
ら
い
増

収
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
郷
土
の
森
博
物
館
の
観
覧
料
の

設
定
内
容
を
聞
き
た
い
。

財
政
課
長
補
佐　

今
回
の
市
外
料
金
を
導

入
し
た
こ
と
に
よ
る
増
収
分
は
、
１
６
６

１
万
４
千
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

社
会
教
育
課
長
補
佐　

郷
土
の
森
博
物
館

の
観
覧
料
は
、
こ
こ
で
、
原
価
計
算
等
に

基
づ
く
見
直
し
を
行
い
、
２
０
０
円
の
観

覧
料
を
設
定
し
た
。
市
民
が
利
用
す
る
場

合
、
運
営
費
の
一
部
が
市
税
で
あ
る
こ
と

や
市
民
感
情
に
配
慮
し
、
１
０
０
円
の
減

免
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

委
員　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
約
半
年
が

経
つ
。
平
成
15
年

度
は
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
や
市
民

協
働
推
進
事
業
等

を
行
う
と
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な

計
画
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
担

当
主
幹　

協
働
の
推
進
を
目
指
し

て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
間

の
連
携
づ
く
り
や
市
民
と
の
交
流

が
図
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
る
。
市
民
協
働
推
進
事
業
は
、

委
託
に
よ
る
協
働
形
態
を
試
行
す

る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
社
会
貢
献

活
動
の
事
業
企
画
を
募
り
、
公
開

に
よ
り
審
査
決
定
か
ら
実
施

評
価
ま
で
行
う
形
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
ス
タ
ッ
フ

を
配
置
し
、
情
報
提
供
な
ど
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

委
員　

府
中
市
美

術
館
で
行
う
鑑
賞

教
室
は
、
情
操
教

育
を
進
め
、
未
来

あ
る
子
供
た
ち
の

育
成
を
考
え
る
と

評
価
で
き
る
。

　

そ
こ
で
、
鑑
賞

教
室
の
今
後
の
取

組
み
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

美
術
館
副
館
長　

鑑
賞
教
室
は
、

各
学
校
が
指
定
す
る
小
学
校
４
・

５
・
６
年
生
を
対
象
に
、
学
年
単

位
で
行
っ
て
い
る
。

　

事
業
内
容
は
、
事
前
に
美
術
鑑

賞
の
注
意
事
項
を
説
明
し
た
後
、

作
品
を
鑑
賞
し
て
い
る
。

　

普
段
、
実
際
に
美
術
作
品
に
触

れ
る
こ
と
は
少
な
い
た
め
、
感
受

性
豊
か
な
時
に
、
機
会
を
与
え
ら

れ
る
事
業
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
府
中
市
美
術
館
の
特

色
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。

委
員　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
通

る
こ
と
に
よ
っ
て
喜
ん
で
い
る
市

民
が
多
い
。
家
の
近
く
に
も
ぜ
ひ

通
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
る
。

　

今
後
、
新
し
い
ル
ー
ト
は
、
ど

の
よ
う
な
形
で
計
画
の
中
に
盛
り

込
ま
れ
る
か
聞
き
た
い
。

都
市
建
設
部
長　

導
入
調
査
検
討

協
議
会
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
昨

年
の
10
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
実

験
運
行
を
実
施
し
た
。

　

今
後
、
市
内
の
各
地
域
か
ら
要

望
が
あ
る
と
思
う
が
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
、
公
共
施
設
、
特
に

道
路
整
備
の
進
展
や
既
設
バ
ス
路

線
の
改
編
な
ど
、
状
況
も
、
い
ろ

い
ろ
変
化
し
て
く
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
の
で
、
運
行
ル
ー
ト
に
つ

い
て
は
、
定
期
的
に
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

委
員　

昨
年
ま
で
の
小
学
校
の
英

語
教
育
推
進
事
業
が
な
く
な
り
、

中
学
校
と
同
じ
く
国
際
理
解
教
育

推
進
事
業
が
予
算
化
さ
れ
た
。

　

国
際
理
解
教
育
と
い
う
と
、
英

語
を
主
体
と
し
た
教
育
が
連
想
さ

れ
る
が
、
ア
ジ
ア
の
国
と
の
交
流

も
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

指
導
室
長　

国
際
理
解
教
育
の
目

的
は
、
世
界
各
国
の
人
と
親
し
み

国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
で
、
事
業

内
容
は
、
従
来
と
変
更
は
な
く
、

充
実
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、

各
学
校
の
考
え
で
、
外
国
の
人
と

の
交
流
や
韓
国
や
中
国
の
学
校
と

姉
妹
校
と
な
る
な
ど
、
活
発
に
活

動
し
て
い
る
。

　

欧
米
偏
重
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

ア
ジ
ア
も
同
じ
扱
い
で
国
際
教
育

に
当
た
っ
て
い
る
。

固定資産税

　減収の理由は

使
用
料
の
市
外
料
金
設
定

　
　

そ

の

増

収

額

は

ＮＰＯ・ボランティア活動

　今後の事業計画は

府中市美術館

　鑑賞教室の取組みは

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

新
た
な
ル
ー
ト
の
計
画
は

国
際
理
解
教
育
推
進
事
業

　

そ
の
目
的
と
考
え
は

平
成
15
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
審
査
状
況
か
ら
、
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

︵
２
・
３
ペ
ー
ジ
︶

▲異文化理解交流授業から（白糸台小学校児童）
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